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プログラムの名称 第 4回高抵抗巡回比較 

識別番号 NMIJ-PEMC-2017HiRes 

JCSS対応区分等 

登録に係る区分   ：電気（直流・低周波） 

校正手法の区分の呼称：直流・低周波測定器等 

計量器等の種類   ：直流抵抗器 
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1 巡回比較プログラム 

1-1 目的 

精密電気計測コンソーシアム巡回比較（以下「巡回比較」）は，JIS Q 17025※1 に基

づく校正機関の技術的能力の証明等に利用すること等を目的とし，JIS Q 17043※2 を

参照しつつ実施するものである。 

※1 試験所及び校正機関の能力に関する一般要求事項 

※2 適合性評価－巡回比較に対する一般要求事項 

1-2 実施機関 

名称：国立研究開発法人産業技術総合研究所 精密電気計測コンソーシアム事務局（以

下「事務局」） 

所在地：茨城県つくば市梅園一丁目 1番 1号 産総研つくば中央 3-1-A226 

1-3 実施形態 

巡回比較は，参照機関と参加事業者の間で巡回比較品目（標準抵抗器）の持ち回り試

験を実施し，参照機関の参照値及び不確かさと参加事業者の校正結果及び不確かさを使

用した試験所間比較（測定比較スキーム）により実施する。 

仲介器の持ち回りは，事務局（参照機関）を起点及び終点とし，仲介器を参加各社へ巡

回するラウンドロビン方式とする。事業者当たりの測定期間は，仲介器の搬入・搬出日を

含み 2週間とする。 

事務局を含め全参加者は本巡回比較開始前に IAJapan と技能試験の代替手法に関す

る確認書を取り交わす。測定結果は IAJapanに提出し、全測定終了後、事務局が結果の

とりまとめ及び最終報告書の作成を行う。 

1-4 対象事業者 

本巡回比較の対象事業者は，巡回比較品目の校正を実施又は将来的に実施する予定が

ある事業者である。 

1-5 参加条件 

(1) 参加する巡回比較項目及び範囲において，ISO/IEC Guide 98-3の原則に従い校正

の不確かさが見積もられていること。 

(2) 本プログラム「1-12 注意事項」に同意できること。 

1-6 申込みおよび巡回比較日程 

(1)  参加可能事業者は、精密電気計測コンソーシアム法人会員のみとする。巡回比較

参加を希望する事業者は「精密電気計測コンソーシアム巡回比較参加申込書」（PDF フ

ァイル）を精密電気計測コンソーシアム事務局（t.oe@aist.go.jp）に期日までに提出する。

非会員企業も精密電気計測コンソーシアム入会申込書を上記参加申込書と提出すること

により参加可能とする。 

(2)  参加を希望する事業者は下記募集期間内に、「技能試験等の代替手法に関する確

認書」を IAJapanと取り交わす。 
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(3) 募集期間：2017 年 8月 30日（水）から 9月 8日（金） 

募集期間中でもスケジュール枠に空きがなくなった場合は，募集を締め切ることとす

る。応募状況は精密電気計測コンソーシアムWebに掲載する。 

(4) 募集参加事業者数： 9 事業者 

本巡回比較は，2017 年 9月 8 日（金）までに 2事業者以上の申込みがあった場合に

実施する。 

(5) 巡回比較日程：2017 年 9月 21 日～2017年 12 月 13 日 

(6) 最終報告：2018 年 1月下旬（予定） 

(7) 詳細日程 

スケジュール

枠番号 

技能試験日程 

搬入日  搬出日 

HR-1701 2017年 9月 21日(木) ～ 2017年 10月 4日(水) 

HR-1702 2017年 10月 5日(木) ～ 2017年 10月 18日(水) 

HR-1703 2017年 10月 19日(木) ～ 2017年 11月 1日(水) 

HR-1704 2017年 11月 2日(木) ～ 2017年 11月 15日(水) 

HR-1705 2017年 11月 16日(木) ～ 2017年 11月 29日(水) 

HR-1706 2017年 11月 30日(木) ～ 2017年 12月 13日(水) 

 

1-7 仲介器の搬入・搬出 

事務局もしくは直前の参加事業者より器物が送付される。搬入日に変更がある場合は

事務局より連絡する。 

搬出先については事務局より連絡する。仲介器の搬出に要する費用は，各参加事業者

が負担するものとする。搬入・搬出後は速やかに事務局（t.oe@aist.go.jp）に連絡するこ

と。ただし測定結果に関しては事務局には漏えいしてはならない。 

1-8 結果の評価 

(1) 結果の評価 

校正結果の評価は，JIS Q 17043 の附属書 B に記載された統計手法のうち，𝐸𝑛数に

より実施する。 

(2) 算出式 

𝐸𝑛 =
𝑥 − 𝑋

√𝑈lab
2 + 𝑈ref

2

 

ここで，𝑥：参加者の校正結果 

𝑋：参照値 

𝑈lab：参加者の校正結果の拡張不確かさ（信頼の水準約 95 %） 

𝑈ref：参照値の拡張不確かさ（信頼の水準約 95 %） 
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参照機関は、少なくとも巡回比較の前後に校正を実施し、基本的には後者の校正結果

を参照値として用いる。ただし、測定の不確かさに比較して仲介器の経年変化が大きい

場合は、参照機関による校正値の一次近似直線を参照値として用いる。 

1-9 不満足な結果の取扱い 

(1) 不満足な結果 

𝐸𝑛数の絶対値が 1.0 を超える校正結果は，不満足な結果と判定する。 

(2) 発生の連絡 

不満足な結果が発生した場合，当該参加事業者にその旨を連絡する。 

(3) 見直し 

不満足な結果が発生した参加事業者は，提出書類等に誤り等がないか，一度限り見直

すことができる。なお，提出書類等を見直す場合には，事務局の連絡から一週間以内に

事務局まで報告することとする。 

1-10 最終報告書 

全参加事業者による校正結果報告の後，参加事業者ごとに，参加内容及び不満足な結

果の有無を記載した最終報告書を送付する。最終報告書には、全参加事業者の𝐸𝑛数等を

記載した集計結果を付記する。その際参加事業者名は記載せず識別番号を用いる。 

1-11 参加費用の支払い 

参加費用は、1抵抗レンジあたり 25万円に動産保険料 1万円を加算した金額とする。

（例：抵抗 3レンジで 25万円×3＋1万円＝76万円）参加費用は、精密電気計測コンソ

ーシアム臨時費または共同研究契約費、コンサルテーション契約費にて賄われる。 

1-12 注意事項 

(1) 巡回比較を円滑に進めるため，巡回比較日程（期限）を遵守すること。予定期日

迄に仲介器を発送できない場合，又は巡回比較の継続が困難と判断された場合は，速や

かに事務局まで連絡すること。 

(2) 参加事業者間において，測定結果についての情報交換，結果の談合は決して行わ

ないこと。 

(3) 仲介器が巡回比較中に故障又は値が大きく変動するなど，巡回比較が困難となっ

た場合、本巡回比較を中止又は再度巡回比較を実施する。器物の測定・発送に必要な費

用は再度参加者が負担することとする。 

(4) 仲介器等の取扱い・保管及び賠償責任 

① 巡回比較日程中（搬入から搬出までの間）は，参加事業者の責任において，仲

介器等の取扱いは慎重に行い，かつ保管すること。 

②参加事業者の巡回比較日程中における仲介器の紛失又は毀損の修理費等は，事

務局が契約する損害保険により賄われる。 

(5) 事務局は，巡回比較中の技術的アドバイスは一切行なわない。 

(6) 本巡回比較結果は、IAJapan技術委員会分科会に提出される。 
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1-13 連絡先 

国立研究開発法人産業技術総合研究所 精密電気計測コンソーシアム 事務局 

e-mail：t.oe＠aist.go.jp 

 

1-14 巡回比較フローチャート 

 

＜参加申込みから最終報告まで＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラムの案内（Webページ等） 

 

参加申込み 

仲介器搬入 

 

参加受付連絡、測定時期等の打ち合わせ 

 

仲介器受取連絡 

 

測定実施 

 

仲介器搬出 

 

仲介器搬出連絡 

 

技能試験結果報告 

 

最終報告書 

 

IAJapanとの確認書の取り交わし 

コンソ

事務局 

e-mail 

e-mail 

e-mail 

e-mail（PDF） 

e-mail 

IAJapan 
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2 巡回比較プロトコル 

2-1 使用する仲介器 

標準抵抗器 10 MΩ ASR-106 形 （アルファ・エレクトロニクス株式会社製） 

標準抵抗器 10 GΩ（株式会社日本ファインケム製） 

標準抵抗器 10 TΩ（株式会社日本ファインケム製） 

2-2 巡回比較項目、校正ポイント及び参照機関の不確かさ 

巡回比較項目 

（測定対象量） 
校正ポイント 

参照値の拡張不確かさ 

信頼の水準 約 95 % 

直流抵抗 

標準抵抗器 10 MΩ 1.1 ppm 

標準抵抗器 10 GΩ 6.2 ppm 

標準抵抗器 10 TΩ 200 ppm 

2-3 仲介器の搬入  

(1) 直前の参加者が契約した輸送会社により仲介器及び付属品が搬入される。搬入日

（巡回比較日程）に変更がある場合は，事務局からご連絡する。 

(2) 搬入後、仲介器温度が落ち着くのを待ち、開梱し器物の状況を確認する。その後

速やかに事務局（t.oe@aist.go.jp）に連絡をする。 

2-4 校正条件  

(1) 校正時の仲介器周囲の温湿度は下記の範囲内とする。 

温度 20 ℃以上24 ℃以下 

湿度 60 %未満 

（参照機関の測定条件：温度 23.0 ℃ ± 0.5 ℃ 湿度 45 % ± 5 %） 

(2) 測定電圧は，参加事業者の校正手順書に従う。ただし，下記の最高使用電圧値以

下であること。 

形式 公称抵抗値 最高使用電圧 
参照機関 

測定電圧 

ASR-106 10 MΩ 316 V 

100 V  10 GΩ 500 V 

 10 TΩ 1000 V 

 

型式 公称値 
抵抗温度係数 

ppm/K 

経年変化

ppm/year 

定格電力 

W 
端子形状 重量 

ASR-106 10 MΩ ≦0.2 3 0.1 

バインデ

ィングポ

スト 

約1 kg 

 10 GΩ    
BNC 

 

 10 TΩ     
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2-5 仲介器の搬出  

(1) 参加事業者は、仲介器の輸送に適した輸送会社と契約し、次の参加事業者等に向

け期日内に仲介器を発送すること。 

(2) 参加事業者は，搬出に際し仲介器及び付属品に異常がないことを確認すること。 

(3) 仲介器の発送後速やかに，事務局（t.oe@aist.go.jp）まで連絡すること。 

2-6 IAJapanへの結果報告  

(1) 提出書類 

① 精密電気計測コンソーシアム巡回比較結果報告書（以下、結果報告書）  

② 各校正における不確かさの見積もり表（バジェット表、任意様式） 

(2) 提出先 

独立行政法人製品評価技術基盤機構(NITE) 認定センター(IAJapan) 計量認定課 

敦賀 千尋 

e-mail:tsuruga-chihiro@nite.go.jp 

E-mailの件名は、「NMIJ-PEMC-2017HiRes HR-170〇」とする。〇には各社に割り

当てられたスケジュール番号を記載する。 

提出期限は仲介器搬出後一週間以内とし、提出書類の差し替えは認めない。提出書

類に不備があった場合には，事務局より問い合わせる。提出期限延長を目的とする書類

不備であると事務局が判断した場合には結果の評価を行わない。 

2-7 結果報告書記入時の注意点 

(1) 結果報告書はすべての項目について適切に記入すること。 

(2) 校正結果の記入方法について 

結果報告書に記入する数値は，拡張不確かさと揃えて適切な桁数とすること。 

「拡張不確かさ」には，今回の巡回比較の測定の拡張不確かさを記入すること。こ

の値を𝐸𝑛数算出式の𝑈labとする。 

「最高測定能力」には，登録した又は登録しようとする最高測定能力を記入する。 

 

以  上  


